事業計画書（知的財産権取得事業）
１　申請者の概要

	事業所名
	岡崎市役所株式会社

	代表者職氏名
	代表取締役　岡崎　太郎

	所在地
	〒444-0034
岡崎市十王町２丁目９番地

	主たる業種
	※日本標準産業分類「E.製造業」の中分類で記載してください。
輸送用機械器具製造業

	主たる事業内容
及び生産品
	自動車用生産設備の関連備品製作など

	特許出願
登録実績
	特願2023―１234▽▽　「○○装置」(審査中)
特願2021―1234▽▽　「〇×方法」

	会社設立年月日
	平成11年12月24日

	資本金（出資金）
	1,000万円
	従業員数
	35人

	電話番号
	0564-23-▼▼▼▼

	FAX番号
	0564-23-〇〇〇〇

	メールアドレス
	soumu@city.okazaki.〇▼.jp

	連絡者職氏名
	総務部総務課　室長　岡崎次郎


2　事業計画の内容
	出願名称
	○○システム

	出願番号
	特願　2024―1234▼▼

	出願日
	令和〇年〇月〇日

	発明（考案）者
	（役職：代表取締役　）岡崎　太郎

	出願人
	岡崎市役所株式会社

	発明（考案）の属する

事業
	自動車用生産設備業


	従来技術の課題
及び
特許出願の経緯
	○○システムについて、従来技術では、手作業で行っており、作業者負担が大きく、不良等も頻繁に出てしまっていた。
また、精密な加工技術であるので、熟練の作業者でないと作業ができず、その作業の継承も困難であった。
これらの課題に対応するため○○システムを発明し、特許をとることで新規性・進歩性の担保を付けて展示会などで売り出していく。

	新技術内容・

効果・特徴
	【内容】
○○システムは、▽▽技術を応用したシステムであり、様々な加工を行う際に使用することができる。
【効果】

○○システムを使うことによって、従来加工をしていた作業者の負担を軽減させることができ、不良も軽減・予測ができるようになった。また熟練の作業者でなくても加工できるようになった。そして、○○システムを使うことによって、作業のマニュアルを自動作成することができ、今後の作業継承にも役立てることができる。
【特徴】

特徴としては、○○は軽量であり、設備に取り付けることで、様々な加工を行うものに応用することができる。
また形状は、～であり、▽▽でも対応が可能。



	本事業の目標
	新規事業の一つとして、対外的に自社の取り組みをPRする。
自社は自動車業界の仕事を中心としているが、他の業界が自社の２本目の柱になることを目指す。

このため、まずは、○○システムについて特許を取得し、展示会への進出を図り、販売目標は年間３億円を超えたいと考えている。

	備考
	


記載例








